
◇
編
集
後
記

　『
関
西
大
学
国
文
学
』
第
一
〇
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本

号
に
は
、
本
学
大
学
院
生
、
本
学
修
了
生
を
主
な
執
筆
者
と
す
る

十
八
編
の
研
究
論
文
を
掲
載
し
て
お
り
、
通
常
号
で
は
あ
り
ま
す
が
、

た
い
へ
ん
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
に
あ
っ
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
対
面
で
の
研
究
会
開
催
等
に
制
限
が
生
じ
る

中
で
も
、
個
々
の
研
究
活
動
の
営
み
に
停
滞
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と

を
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
国
語
国
文
学
専
修
で
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
に
、
中
古
文
学
の
専

任
教
員
と
し
て
松
本
大
准
教
授
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
新
進
気
鋭
の

若
手
研
究
者
と
し
て
ご
活
躍
の
松
本
先
生
で
す
が
、
着
任
間
も
な
く

学
生
指
導
や
専
修
運
営
に
も
お
お
い
に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
、
専
修
内

に
新
た
な
活
力
を
注
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
一
年
度
は
、
例
年
、
学
外
で
の
臨
地
研
修
の
形
で
実
施

し
て
い
た
二
、三
年
次
生
の
専
修
行
事
を
、
学
内
で
の
懇
談
会
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
形
で
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
七
月
と
十
二
月
に
開
催
し
た
国
文
学
会
研
究
発
表
会
は
、

い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
い
た
し
ま
し
た
。
海
外
の
学
会

員
の
参
加
も
見
ら
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
研
究
交
流
を
果
た

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
交
流
形
態
を
活
か
し
な

が
ら
、
本
学
会
が
引
き
続
き
活
発
な
研
究
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。�

（
水
）

関
西
大
学
『
国
文
学
』
投
稿
規
定

一
、
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
関
西
大
学
国
文
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
委
員
会
の
承
認
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
特
例
と
し
て
、
上

記
以
外
の
者
の
投
稿
を
認
め
る
。

三
、
投
稿
論
文
は
、
原
則
と
し
て
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
〇

枚
以
内
と
す
る
。

　
　
　�

縦
書
き
：
一
頁
の
書
式
を
二
十
八
字
×
二
十
行
×
二
段
と

し
十
六
頁
以
内

　
　
　�

横
書
き
：
一
頁
の
書
式
を
三
十
七
字
×
三
十
二
行
と
し
十
六

頁
以
内

　
　
十
六
頁
を
超
過
し
た
場
合
は
、
別
途
定
め
る
頁
超
過
料
を
支

払
う
も
の
と
す
る
。

四
、
投
稿
論
文
の
採
否
は
、
委
員
会
で
決
定
す
る
。

五
、
投
稿
原
稿
の
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
付
す
る
こ
と
。

六
、
掲
載
さ
れ
た
原
稿
の
著
作
権
は
執
筆
者
が
有
す
る
。
た
だ
し
、

原
稿
の
二
次
利
用
と
し
て
の
電
子
化
利
用
の
権
利
は
、
掲
載
時

点
で
執
筆
者
が
関
西
大
学
国
文
学
会
に
許
諾
し
た
も
の
と
す
る
。

七
、論
文
掲
載
者
は
、別
途
定
め
る
掲
載
料
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。


